










にわたって刊行された。強く続刊を望まれつつも、体調不良等の理由により果たされぬまま終わってしまっ 。私設研究所の報告書ということ リポジトリ化もなさ ぬま
ま、今となっては幻の雑誌となってしまっている。
ともあれ、総目次が掲載された最終号の頁を追って行く










































































内容は、 （ａ） （ｄ） （ｅ）が、該書の書誌や、本文に関
する位相調査をまとめた の。 （ｂ） は幻巻と夢浮橋巻、 （ｄ）は篝火巻の翻刻と校異。 （ｃ） （ｆ は該書の独自異文をどのように解釈するかといった視点からの研究論文である。
結局のところ、この共同研究は、潮廼舎文庫本の調査と















































































前には、嫡孫の夭折が契機だったともいうが、右大臣を辞任して出家（法名仍覚・称名院）していた。そして嫡子実枝（当時、実澄）は前年から駿河国に下向中であった（以後実澄は七年間、京を離れることになる 。源氏物語関連でいえば、三条西家には享禄四年（一五三一）に完成していた源氏写本 日本大学蔵三条西家証本）があり、公条自身も天文十一年（一五四二）に『明星抄』 まとめていた。
一方の紹巴は同年の正月二十日、近衛家歌会に参加し、
その注記に「連歌法橋紹巴也」 （ 『言継卿記』 ）と記録されている。連歌師として、ようやく貴族社会の一角に認められ始めたようである。
連歌師たちは皆、公家衆との繋がりを重視していたが、













隆の源氏物語写本、この当時は〈大永本〉 、を借用し 作成したところの〈大永八年周桂本〉があった。それと同じか別かは不明だが、後述する④⑤⑥⑦⑪、そして⑮も、周桂自筆本に関するも である。但し周桂没後、末弟の一人に過ぎなかった紹巴に、その源氏本が遺贈されることはなかったろうと思われる。
天文十九年（一五五〇） 、紹巴二十六歳



























語を好んだのだろう、 「蓬屋」 （公条亭）を訪れて源氏講釈を聴聞し「一部の功」を遂げたという。また宗養や紹巴も同坐していたとしている。紹巴にとっては、これが公条から受けた最初の源氏講釈 ったのかもしれない。席上、公条は「或説」として石山寺伝説に言及し 。そして、石山寺で琵琶湖に映る八月十五夜 月を見に行こうと話 盛り上がったが、 「さはる事」があって断念、翌年に持ち越されることになったとあ 。
天文二十四年（一五五五、弘治元年） 、紹巴三十一歳
■三月、公条は宮中 源氏物語を進講 いる。但し宮中での行事のため、紹巴が聴聞できたかどうか疑わ い。不参加とみたほうが妥当だろう（ 『お湯殿上日記』 ）■八月、公条は、前年断念した石山寺詣に、大覚寺義俊・宗養・紹巴らを伴い和歌・連歌の席を設けた（ 『石山寺月見記』 ） 。■閏十月、 公条の源氏講釈が始まっ 。 『源氏物語竟宴和歌』によれば、
永禄三庚申年十一月癸酉、今日源氏物語講竟宴也。…源氏物語にしくはあらじと心をかけし也。手づから一
部をうつしつゝ見るにも。猶意味をふかくしらまほしくても。齢すでにかたぶくゆへ。いかゝと思ひながら。朝にきく理りに思ひかへし。入道前右府に此物語相伝の事あながちに望しに承諾あり。二条前博陸。是もこの志深くおはしければ。あひ らひ。彼亭にて弘治元年閏十月廿七日桐壺巻をあじめ。次第あなたこなたに講ぜられしに。橋姫巻 いたりて。永禄元年の六月まで聴聞するに。 又はからざる泉州兵おこ て立帰り中絶する事頗尺魔也。然 此頃静謐せ かば 八月廿九日に上洛して。暮秋 期に再興し 仲冬丁卯に功終ぬ。…。
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年次を有するものである。但し弘治三年の干支が合わないこと（正しくは「丁巳」 ） ・夢浮橋巻奥書が「本云」で始まっていること・ 「在判」とのみあって実際には花押が押されていないこと等から、弘治三年本の転写本の流れを汲むものと思われ 。
なお紹巴が校合していた数年間は、公条の源氏講釈を聴








































































































































をもとに、物語本文全文 注釈書とを合体 新しい形式での注釈書を作成し、これに実澄の講釈（ 「三亜説」 ）も取り入れて中書本を仕上げた。そして此の後、穂久邇文庫本には、 「三大・紹・永」等の肩付・尻付を付した注記が書き入れられた。紹永は時代的に合わないため



























とある（□は「判」を擦り消したものか。本奥書と判断した） 。後遊紙二丁ウには、それぞれ墨色の違った二つの識語「周桂以自筆本校合畢」 「紹巴所持本也」がある。本行には朱墨書き入れ多く、なか 「ココマデ 日」 「茲ニテ二日ノヨミ」といった書入れもある　
⑤
































































































































































































































































































寛永年間（一六二四～一六二九） 、紹巴没後慶長七年（一六〇二） 、紹巴（七十八歳）は した。そ











































紹巴の生年については、 大永四年（一五二四）と大永五年、二通りの解釈がある。前者については、慶長三年（一五九八）紹巴自筆『連歌の式目』奥書に「七十五歳」とあることなどからの逆算。後 天文二十一年（一五五二）七 『阿蘇山長善坊契雅興行山何百韻』 （内閣文庫本）の句上げ 「廿八才
　
紹巴」とあ





























































































妹尾好信「 『源氏物語抄（紹巴抄） 』の古活字版から製版本へ―項目異同から見た改訂の様相―」 （ 『広島大学大学院文学研究科論集』第六十五巻） 。
（うえの
　
えいこ・実践女子大学教授）
